２００６年度　奈良北部ブロック宣教司牧（短期計画）の評価

Ⅰ　青少年の育成

1 北部ブロック青少年交流の実施

年３回（2、6、11月）サレジオ会志願院生と共に過ごす交流会は、各小教区を会場として実施し、信徒にも必要性が浸透し、定着してきた。若い志願院生と接することは、信徒たちに召命の祈りの必要性を持たせる機会ともなっている。

この交流会についての感想が、カトリック新聞「声」に掲載され、紹介された。

小教区単位の計画が優先されて、ブロック活動への参加に消極的な面もある。

　　②　合同サマーキャンプの実施　（７月２２・２３日、奈良市青少年野外センター）

子ども３９名・大人２２名　計６１名の参加で行われた。参加の児童たちは自然の中で交流を深め、有意義なキャンプであった。

各小教区毎に「場所取り」「食材準備」「レクレーション」「野外ミサ」「作品つくり」等を担当し、各小教区の協力と交流を深めることができた。

　

対象となる子どもの減少がみられ、小学生も高学年になるにつれ、塾・クラブ優先の傾向は否めない。

特に、中高生の参加は減少する傾向にあるが、地道に継続していく必要がある。

　子ども達を育成していくために、担当者だけでなく信徒全体の信仰養成の必要を感じる。

Ⅱ　信徒の信仰養成

1 奈良地区聖書講座への参加の促進

４年目のテーマ「今、預言者に聴く」が終了し、講座としては定着してきた。参加者はやや減少気味。５年目のテーマ「神の息吹に活かされて」への新参加の呼びかけを促していきたい。

2 集会祭儀についての学習会

「集会祭儀の式次第」が司祭団から提示され、各小教区で集会祭儀が行われている。集会祭儀を共にする会衆も、回を重ねる毎に理解度が深まってきたが、次年度への引き続きの課題である。　集会司式者の勉強会も各小教区で行われているが、ブロック単位での勉強会を持つ機会はまだない。

（聖体賛美式）

昨年の「聖体の年」に引き続き、聖体の祝日を中心に各小教区で実施した。信仰を深める時をもてた。ブロックでの呼びかけによる行事であることの理解は各小教区では殆どないようだ。

Ⅲ　滞日外国人との交流

　　　滞日外国人との交流の具体化

　　　　主日のミサで母国語による聖書朗読などが小教区によっては行われている。

　　　　フィリピンコミュニティとの交流は英語ミサが定期的に行われる小教区では連携が強化してきた。又、国際ファミリーデーでの在日各国の方々との交流は和やかな雰囲気のうちに行われるようになった。（舞踊・料理など）

